
学校番号 214 

 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ２ 第２学年 Step by Step 4 skills 2 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そのた

め、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業で

は積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「総合英語」（2 単位） 

主な教材：上記科目の教材及び自主教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

与えられたトピ

ックについて、

学んだ表現を使

って自分の意見

や考え、調べた

ことなどを平易

な英語で話すこ

とができる。 

クラス内

発表 

 

スピード

キングテ

スト 

与えられたトピック

について、学んだ表

現を使って自分の意

見や考え、調べたこ

となどを平易な英語

で書くことができ

る。 

ラ イ テ ィ

ン グ テ ス

ト 

 

定期考査 

・英検準 2 級程度

のリスニング力

を身に付ける。 

・相手の話す内容 

を理解すること

ができる。 

リ ス ニン

グテスト 

 

定期考査 

・論説文や物語

を速読して概

要を捉える。ま

た、そこから重

要な情報を読

み取ることが

できる。 

・正しい発音で

強弱をつけて

英文を音読す

ることができ

る。 

 

クラス内

発表 

 

定期考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

4月～6月 

（18回） 

・様々なトピッ

クによる発話

練習の基礎 

 
・テキスト 

Unit1,2 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続ける。 

 

・与えられたトピックに

ついて自分の意見や考

えを相手に伝える。 

・ペアワークにおい

て互いに協力しな

がら、会話を続け

ている。 

・ペアワークの観察 

・ワークシートの提

出 

「英語表現の能力」 

・与えられたトピック

について自分の意見

を書く 

・学んだ英語表現を使

える。 

・英検準 2 級程度のライ

ティング問題に取り組

む。 

 

・トピックについて

まとまった分量の

英文が書けてい

る。 

・意図が読み手に伝

わっている。 

・授業中に書いた作

文を評価する。 

・授業中に発表を行

い、評価する。 

「英語理解の能力」 

・テキストに沿って適

当な語句を選んだ

り、正しい内容理解

ができる。 

・英語の音声に慣れ、

聞き取ることができ

る。 

 

・英検準 2 級程度の長文

を読み解く。 

・リスニング問題に取り

組む 

・英検準 2 級程度の

長文を読み、与えら

れた設問に答えるこ

とができる、またリ

スニング問題に答え

ることができる。 

 

・定期考査、授業内

の小テストにおいて

同等難易度の問題を

出し、理解度を測

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現を身に

付ける。 

・適切な単語力を身に 

付ける。 

・テキストの問題演習や

ペアワークなどの反復

練習を通じて知識を身

につける。 

・トピックに沿った

取り組みにおいて

適切に表現した

り、設問に答える

ことができる。 

・定期考査や授業内

小テストで理解度

を測る。 

8月～12月 

(20回) 

・学校紹介・大

阪紹介プレゼ

ン 

 
・テキスト 

Unit3,4 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・修学旅行において台

湾の生徒へ向けてプ

レゼンテーションが

できる。 

・プレゼンしたい内容を

話し合い、内容を考

え、英語で発表でき

る。 

・積極的に話し合い

に参加している 

・クラス内でプレゼ

ンができる。 

・ワークシートの提

出 

・クラス内プレゼン 

 

「英語表現の能力」 

・大阪や学校について

相手にわかりやすく

視覚と英語を使って

伝えることができ

る。 

・伝えたいことを自分の

言葉でまとめることが

できる。 

・伝えたい内容を的確な

英語にすることができ

る。 

・調べたり、考えた

りした内容をワー

クシートにまとめ

ている。 

・クラス内で相手に

伝わるように発表

できる。 

・ワークシート提出 

・英作文の添削 

・クラス内プレゼン 

「英語理解の能力」 

・テキストに沿って適

当な語句を選んだ

り、正しい内容理解

ができる。 

・英語の音声に慣れ、

聞き取ることができ

る。 

 

・英検準 2 級程度の長文

を読み解く。 

・リスニング問題に取り

組む 

・英検準 2 級程度の

長文を読み、与えら

れた設問に答えるこ

とができる、またリ

スニング問題に答え

ることができる。 

 

・定期考査、授業内

の小テストにおいて

同等難易度の問題を

出し、理解度を測

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現を身に

付ける。 

・適切な単語力を身に 

付ける。 

・テキストの問題演習や

プレゼン資料作りの過

程の中で知識をつけ

る。 

・適切に表現した

り、設問に答える

ことができる。 

・プレゼンの発表内

容を評価する。 

・小テストで理解度

を測る。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

1月～3月 

(12回) 

・レシテーショ

ン発表 

 

・テキスト 

 Unit5,6 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・相手に内容が伝わる

ように声の大きさや

ジェスチャーなどを

工夫して発表でき

る。 

・英文が書かれた背景や

状況を理解して、英文

を理解し、発表の練習

ができる。 

・グループ内で積極

的に練習してい

る。 

 

・授業内での観察 

・ワークシートの提

出 

「英語表現の能力」 

・優れたスピーチを読

み、話者の伝えたい

内容を理解して英文

を暗唱することがで

きる。 

・与えられたトピック

について自分の意見

を書く 

・学んだ英語表現を使

える。 

・文章をしっかり読み込

み、意味を理解した上

で暗唱することができ

る。 

・英検準 2 級程度のライ

ティング問題に取り組

む。 

 

・暗唱できている

か、声の大きさ、

態度、発音の正確

さなどの観点で評

価する。 

・トピックについて

まとまった分量の

英文が書けてい

る。 

・レシテーション発

表 

・授業中に書いた作

文を評価する。 

 

「英語理解の能力」 

・話者の伝えたい内容

を理解することがで

きる。 

 

・英文を正しく読み、発

音、音読することがで

きる。 

・スピーチの英文を

題材にした設問に正

しく答えることがで

きる。 

・定期考査 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現を身に

付ける。 

・適切な単語力を身に 

付ける。 

・テキストの問題演習や

ペアワークなどの反復

練習を通じて知識を身

につける。 

・トピックに沿った

取り組みにおいて

適切に表現した

り、設問に答える

ことができる。 

・定期考査や授業内

小テストで理解度

を測る。 


